














































































































寄贈書目 寄贈数量 現存冊数 架蔵番号
1 欽定四経（唐本） 10帙 87巻 87冊 113/7
2 三礼義疏（唐本） 16帙 127巻 127冊 113/60
3 五礼通考（唐本） 12帙 120巻 100冊 113/63・65
4 読礼通考（唐本） 34巻 34冊 113/64
5 宋書（唐本） 45巻 45冊 423/19
6 晋書（唐本） 53巻 52冊 423/16
7 南斉書（唐本） 21巻 21冊 423/23
8 梁書（唐本） 15巻 6冊 423/21
9 陳書（唐本） 13巻 13冊 423/24
10 二十一史文鈔（唐本） 10帙 100巻 100冊 422/3
11 太平御覧（写本） 30帙 300巻 300冊 030/55
12 冊府元亀（唐本） 240巻 240冊 030/42
13 文苑英華（唐本） 101巻 101冊 303/2
14 津逮秘書（唐本） 240巻 240冊 040/36
15 杜氏通典（唐本） 40巻 40冊 255/5
16 玉海（唐本） 12帙 120巻 120冊 030/6
17 山堂肆考（唐本） 80巻 80冊 030/45
18 三才図会（唐本） 8帙 80巻 80冊 030/44
19 白孔六帖（唐本） 5帙 40巻 40冊 030/68
20 性理大全（唐本） 40巻 40冊 115/2
21 南巡盛典（唐本） 8帙 48巻 48冊 255/2
22 万寿盛典（唐本） 6帙 44巻 44冊 255/1
23 御定歴代賦彙（唐本） 8帙 50巻 50冊 303/3
24 歴代詩余（唐本） 4帙 32巻 32冊 303/4
25 蔵書十三種（唐本） 8帙 80巻 0冊 ─
26 古楽苑衍録（唐本） 40巻 40冊 301/66
27 登壇必究（唐本） 70巻 40冊 680/32
28 林子全集（唐本） 32巻 32冊 116/7
29 林子全集（唐本） 4巻 0冊 ─
30 水経注（唐本） 1帙 12巻 12冊 467/5
31 水経注釈地（唐本） 2帙 16巻 16冊 467/6
32 万姓統譜（和本） 50巻 50冊 030/76
33 公卿補任（和本） 55巻 55冊 292/1
34 東鑑（和本） 25巻 25冊 409/11
35 群書類従（和本、欠本あり） 597巻 595冊 040/1
計 3, 051巻 計 2, 905冊













末尾の表 5【学習院大学所蔵 高松松平家旧蔵書目録】に載せる、34部 2, 905冊である。寄


























































































　次に、考信閣に関連するものとして、図 2の 9「平氏文庫」と 10「五松屋文庫」の 2つの
印を取り上げよう。































































































































































表 2　華族会館への書籍寄贈（明治 11 年まで）
年月日 寄贈者 書目 数量 備考
明治 7年（1874） 2月 山内豊誠 万国全図 1軸
6月 1日 徳川昭武 大日本史 2部（200冊）同日、華族会館が創立
7月 20日 五條為栄 類聚国史 1部（30冊）
7月 醍醐忠順 臣軌 1冊（2冊イ）7月 30日条の後に記載
泰西国法論 4冊
勧善訓蒙 3冊
10月 醍醐忠順 会議弁 1冊
11月 13日 竹腰正美 十三経注疏 1部（161冊）
明治 8年（1875） 1月 堀田正養 康煕字典 1部（41冊）
2月 17日 本荘宗武 （二十一史のうち漢書以下）395巻（394冊イ）
2月 25日 土方雄志 （各種洋書） 30冊
3月 12日 土岐頼知 資治通鑑 1部 148巻
3月 14日 醍醐忠敬 律書訓解 3巻
3月 21日 五條為栄 官員儀式録（洋書） 1部









4月 14日 河鰭実文 欧羅巴洲全図 1幅
尾崎三郎 英国成文憲法纂要 1部（2冊）自著
4月 20日 竹腰正美 日本外史 1部（12冊）
西洋事情 1部（10冊）
5月 12日 京極高徳 六国史 1部 85巻
5月 23日 松平頼聰 欽定四経（唐本） 10帙 87巻 総計 35部 3, 051巻。 寄











































1, 209冊・洋書 1, 851冊。
脚註参照。
7月 11日 武者小路実世 資治通鑑綱目（唐本） 1部（120冊）
9月 24日 榊原政敬 （修身学） 50部「米人淮蘭徳著修身学訳
書」




明治 9年（1876） 1月 5日 副幹事鍋島直彬 日本書紀 1部
古事記伝 1部
大原重実 亜細亜全図 1巻





3月 17日 渡部章綱 英仏和会話初篇 500部「勉学所童蒙初学ノ用ニ
供セン」英仏通語 50部





















9月 26日 華園摂信 太平御覧 1, 000巻
明治 10年（1877）2月 16日 戸田忠行 大日本史 1部
4月 23日 佐竹義脩 正増続大広益会玉篇大全 30部 佐竹義脩蔵版本































9月 14日 永井尚服 語格全図 50部





12月 5日 有栖川親王 政法掲要 50部「会館及ヒ学習院ニ賜フ」

















（1月 24日条参照）。書目は不明。ただし、のちの明治 13年 2月 21日条で、徳川家達が「該家由緒アル書籍」として
「皇朝戦略編 15冊、古今鍛冶備考 7冊、名節録 3冊、文選六臣註 31冊、唐文粋 24冊、文章達徳録 6冊、王白田集 12






明治 8年 3月 28日条には、「是ヨリ先キ















































































































































籍購入費用として、和漢書 7千円に対し、西洋書 3万 3千円という 5倍近い金額が見積もら
れている。第 4章「講義局」でも、講義内容として、
　　第一　万
（ 国 際 法 ）
国公法
　　第二　巴






































　第一に、寄贈書籍の数量が厖大であること。華族会館の蔵書は明治 9年段階で合計 10, 508
冊であり、頼聰の寄贈書はその 3割近くを占めていた。頼聰の 35部 3, 051冊に匹敵するの
は、勝海舟を仲介とする徳川家達の約 3, 000冊だけである。
　第二に、書籍の内容が伝統的な典籍、とりわけ漢籍で占められていることである。この点、
徳川家達の寄贈書に 624部 1, 851冊もの洋書が含まれていたのと大きな違いがある63）。
　第三に、典籍の内容・質の問題がある。もちろん、頼聰のほかにも典籍を寄贈した者は何
人もいるし、初期の華族会館・華族学校（学習院）においても洋学一辺倒の状況にあったわ
表 3　明治 9 年における華族会館蔵書の内訳
分類 数量
和書 69種 1, 922冊





































































和漢書 317部 6, 509冊（参
考まで含めると 321部 6, 533冊）にとどまっており、記録上で学習院に寄贈されたことにな










分類番号 類目 部数 冊数
000 図書総記 17 1988
100 哲学・宗教・教育 50 1211
200 社会科学 87 626
300 文学・語学 28 491
400 歴史・地理 108 2043
500 自然科学 7 37
600 医学・産業・軍事 22 120


















































































4）　『華族会館誌』明治 8年 5月 23日条。なお、寄贈した側である高松松平家の『高松松平氏歴

















1989年）第 9章第 2節第 3項「高松藩の藩校」。

















































































27）　『増補高松藩記』「旧高松藩内学事沿革大要」。『香川県史　第 3巻（近世 I）』（前掲）第 9章
第 2節第 3項「高松藩の藩校」。




















付は 3月 4日。実際に寄贈されたのは、5月 23日のことである。
33）　『華族会館誌』明治 7年 2月 10日条。
34）　国立公文書館（内閣文庫）所蔵『岩倉具視関係文書』岩倉文書 75・華族会館書類 5（請求番
号 265─286）。当該文書も「華族会館」罫紙。松平頼聰の寄贈願いと隣接して綴じられている。












36）　『華族会館誌』明治 8年 1月 24日条。
37）　『華族会館誌』によると、頼聰の寄贈書が会館に送付されたのは明治 8年 5月 23日で、頼聰
が会館から除名されたのは翌 24日である。





った。金禄公債証書発行にともなう改編では、高松松平家の公債証書の額面は 30万 1, 930円と
され（『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 9年 8月 5日条）、それにともない華族会館の保続金
も公債証書利子の 1. 5％に改められ、同家では毎年 216円を納入したという（『高松松平氏歴世
年譜』巻 14、明治 10年年末条）。
　　一方の資本金は、同盟時に支払い、会館の建設経費に充てられるものであり、その負担は禄
高に応じて家禄千石以下の 1/100から家禄 2万石以上の 1/10まで累進的に重く定められていた。
高松松平家の家禄は 1万 576石であり（『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 3年年末条）、同家
が負担する資本金は上から 2番目に重い 1/15であった。資本金の規定については、「華族大会館




40）　『華族会館誌』明治 8年 2月 6日条。






42）　『華族会館誌』明治 8年 3月 6日条。
43）　『華族会館誌』明治 8年 3月 28日条。
44）　頼聰が明治 7年度分の保続金については支払っていたことが、『高松松平氏歴世年譜』巻 14、




45）　『華族会館誌』明治 8年 4月 6日条。
46）　『華族会館誌』明治 8年 4月 21日条。
320
47）　『華族会館誌』明治 8年 5月 20日条。
48）　『華族会館誌』明治 8年 5月 21日条。
49）　『華族会館誌』明治 8年 5月 23日条。
50）　『華族会館誌』明治 8年 5月 24日条。
51）　『華族会館誌』明治 11年 6月 24日条。
52）　『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 8年 9月 5日条。
53）　『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 10年 3月 1日条。
54）　私学玉藻学校から公立玉藻小学校への変遷については、文京区役所編『文京区史　第 3巻』
（文京区役所、1968年）742頁以下を参照。
55）　『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 10年 7月 26日条「本郷玉藻学校ヘ金五十圓ヲ寄附ス」、
同 12月 21日条「本郷玉藻学校ヘ明治十一年中金六十圓ヲ寄附ス」。
56）　『高松松平氏歴世年譜』巻 14、明治 5年 10月晦日条。
57）　以下、岩倉による会館および華族制度の改革については、『華族会館史』（前掲）327頁以下、
および『華族会館の百年』（前掲）15頁以下を参照した。
58）　『華族会館誌』明治 8年 10月 7日条。


















































The collection of books of the Takamatsu Clan in the library of Gakushuin University
─ The contents and change of owners of the collection─
Mitsuru SAKATA
　This paper is a report on the collection of books of the Takamatsu Clan（高松藩）in the library of 
Gakushuin University. The ownership stamps of those books and some documents show that those books 
were formerly owned by the Takamatsu Clan, and then gifted to Kazoku-Kaikan（華族会館）by Mr. 
Yoritoshi Matsudaira（松平頼聰）, the feudal lord of the domain of  Takamatsu. The number of the books 
amounts to two thousand nine hundred and five. Almost all of the books are classics of China and Japan. 
Some of the Chinese books especially are very precious. From the collection, we can get an understanding 
of the scholarship and education of the Takamatsu Clan in the Tokugawa period, as well as knowledge 
about the learning of Kazoku（華族）, the aristocracy, in the period when modern Japan was emerging.




No. 架蔵番号 書名 巻数 数量 書誌情報 印 備考

























5 030/55 太平御覧 一千巻 300冊 写本 「従四位松平頼聰精力所集」
「披雲閣蔵書」「■■堂書画
印」








































































三十八巻、首二巻 32冊 清 王 等奉勅撰、康煕六十
年序







12 113/63 五礼通考 二百六十二巻、首四
巻、欠本（巻二十八
～八十四欠）





















第 22冊（巻 35～ 37）、30冊（巻 52～ 54） 補
写
16 116/7 林子（林子全集） 32冊 明 林兆恩撰、游万儁等校、
万暦三十四年序、中国版本
「従四位松平頼聰精力所集」 補写あり










































25 409/11 〈新刊〉 吾妻鏡
（東鑑）











27 423/16 晋書 一百三十巻、音義三
巻











29 423/21 梁書 五十六巻、欠本（現
存巻二十一～四十三、
目録）




















































　水経 四十巻 13冊 後魏 酈道元注、清 張匡学釈
　水道直指 一巻 1冊 清 張匡学輯
　水経注釈地補遺 二巻 2冊 清 張匡学輯








旧蔵者・機関 印文 サイズ 点数 ％
1 松平頼聰 従四位松平頼聰精力所集 縦 76 mm、横 46 mm 34部 100%
2
披雲閣
披雲閣 縦 50 mm、横 25 mm 12部
74%3 披雲閣蔵書 縦 74 mm、横 32 mm 12部
4 披雲閣蔵書記 縦 69 mm、横 43 mm 1部
5
講道館
講道館（大） 縦 76 mm、横 39 mm 4部
24%
6 講道館（小） 縦 38 mm、横 22 mm 4部
7
考信閣
考信閣文庫（大） 縦 72 mm、横 24 mm 1部
6%

































慶応 3年（1867） 10月 14日 大政奉還。
12月 9日 王政復古。
慶応 4年（1868） 8月 27日 明治天皇即位。
9月 8日 「明治」改元。




明治 3年（1870） 11月 20日 武家華族をすべて東京に移住させる。
12月 10日 宮・公家（堂上）華族の「禄制」制定。



















明治 8年（1875） 1月 24日 勝海舟より徳川家達の蔵書および金 2千円の寄附の申し出があり、これを受けて
書籍館建設の機運が高まる。

















明治 10年（1877） 10月 17日 華族学校の開業式が行われる。天皇・皇后が行幸啓、校名を「学習院」とする勅
諭が下される。同 26日、京都時代の勅額「学習院」が下賜される。
是年 華族会館より学習院に和漢書 9, 159冊・洋書 1, 614冊を寄贈。
明治 11年（1878） 2月 8日 学習院の会計事務を華族会館の所管とし、会館から会計職員を派遣する。
8月 22日 華族会館の本部を神田錦町の学習院内に移す。
是年 華族会館より学習院に和漢書 17冊を寄贈。
明治 17年（1884） 4月 17日 宮内省の通達により、学習院が宮内省管轄の官立学校とされる。
※霞会館編『華族会館の百年』（筑摩書房、1975年）収載の年表をもとに、適宜補訂した。
